
地域で考える炎症性腸疾患IBD

19:00～20:30 特別講演

共催：大阪市阿倍野区薬剤師会 / 東住吉区薬剤師会 / 住吉区薬剤師会/
平野区薬剤師会/ 西成区薬剤師会 / 住之江区薬剤師会 / 浪速区薬剤師会/

大正区薬剤師会/東大阪市布施薬剤師会/
大阪府病院薬剤師会第5支部/大阪府病院薬剤師会第6支部/アッヴィ合同会社

※日病薬病院薬学認定薬剤師制度 カリキュラム番号：Ⅴ-2（１単位) 申請中（OHPの方対象）

※日本薬剤師研修センター受講単位（１単位) 申請中（OHP以外方対象）

※ご参加は事前にお申込みをお願いいたします。裏面参照

「炎症性腸疾患の最新治療と薬剤師の役割
～患者指導へのアプローチ～」

日時：2025年2月20日（木）19:00～20:30

現地参加・Web配信（ハイブリッド開催）

会場：あべの貸会議室 リンク大阪（大阪市阿倍野区旭町1-1-10 竹澤ビ
現地80名ほど

18:55～ 情報提供

「 リンヴォック錠」 アッヴィ合同会社

演者：てんのうじ消化器・IBDクリニック

院長 鎌田 紀子先生

座長：大阪鉄道病院 薬剤部 津崎 秀斗先生

発症の原因が不明のまま、慢性化するIBDの患者数は年々増加の一途を
たどっています。確かに治療薬も色々と出てきてますが、いかに慢性化、
重症化せずに『普通の生活』を継続することができるかが課題です。患
者に良いアドヒアランスを続けさせること、根気よく取り組ませること
は、診察室の医師だけでカバーしきれるものではありません。薬剤師も
いっしょにIBDの治療に取り組むこと、それは若者が多く集まる街だから
こそ、必要とされていると思います。今回、多くの患者に生活から寄り
添って治療されていらっしゃる鎌田紀子先生にお話をうかがい、我々薬
剤師がどのように取り組むことができるかを考える足がかりを作りたい
と思います。ぜひ、ご参加をお待ちしています。



9支部薬剤師会用 研修会の流れについて

【形式】 Web形式 （配信は、ZOOMによる配信）

【参加費】9支部薬剤師会（阿倍野区、東住吉区、住吉区、
平野区、西成区、住之江区、浪速区、大正区、布施）会員：無料
上記以外の地域薬剤師会会員：500円
大阪府薬剤師会（本部会員）・非会員：5,000円

【研修単位】
〇日本薬剤師会研修センター受講認定１単位（申請中）

薬剤師問い合わせ先：
一般社団法人大阪市阿倍野区薬剤師会事務局 TEL:06-6626-3153

(事務局業務時間 月～金 10：00～16：00 土 10：00～14：00)

➢ 本講演会は医療関係者の皆様に限りご参加頂くことが可能です。

➢ 本講演会の内容（話される内容や投影される文字、写真、図、イラストなど）の無断
での複製や転載等その他の二次利用はお控えください。

【登録方法】

二次元コード
1，事前参加登録について
事前参加登録を右記のコードあるいは以下の
URLにアクセスしてご登録お願いします。

2，参加費について
事前登録のメールアドレスに、参加費振込先を連絡致します
ので、参加費をお振り込みください。

3，日本薬剤師研修センターの受講認定注意事項について
日本薬剤師研修センターの受講認定には講演開始時間から
終了時間までの視聴をお願いします。受講の遅刻・早退され
ますと認定ができませんので、ご注意ください。

4，セミナー当日
配信される視聴用URLよりアクセスし、ご視聴ください。
※ログイン開始時間 18：50～
※講演開始時間 19：00～

ミーティングID: 947 8867 7570 パスコード：184661

https://abbvie.zoom.us/webinar/register/WN_a66dmWbgQA6K6OfNlQ3VKQ

https://abbvie.zoom.us/webinar/register/WN_a66dmWbgQA6K6OfNlQ3VKQ

